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NY マーケットレポート（2017 年 2 月 23 日） 

 

欧州タイムにムニューチン米財務長官がインタビューで、低金利が長期間続くとの見通しを示したことや、ドル高には一定の問

題があると発言したこと、また財政出動が景気に及ぼす影響は限定的になると指摘したことを受けて、ドル売り・円買いとなり、

NY 市場でもこの流れを引き継ぎ、ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。 

また、米債券利回りが低下したことも影響し、ドルは主要通貨に対して軟調な動きとなった。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

21：10 

≪ 要人発言 ≫ 

ムニューチン米財務長官 

 

・「8月の議会を経て税制改革目標を発表」 

・「米国経済の自信を反映した株式市場だ」 

・「長期の米国債券発行を発表する準備はできていない」 

 

・「長期債券問題を真剣に検討しなければならない」 

・「中国の為替政策の判断はまだ下していない」 

 

 

出所：Net Dania 

 

 

 

22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

米新規失業保険申請件数 24.4 万件（予想 24.0 万件・前回 23.8 万件） 

前回発表の 23.9 万件から 23.8 万件に修正 

 

米失業保険継続受給者数 206.0 万人（予想 206.8 万人・前回 207.7 万人） 

前回発表の 207.6 万人から 207.7 万人に修正 
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出所：Bloomberg 

 

 

出所：Bloomberg 

 

経済指標データ 

≪新規失業保険申請件数・継続受給者数≫ 

       申請件数・・・前週比・・4週移動平均・・受給者数・・受給者比率 

17/02/18・・・244,000・・・ +6,000・・・241,000・・・・＊＊＊＊・・・・＊＊＊ 

17/02/11・・・238,000・・・ +4,000・・・245,000・・・・2,060,000・・・・1.5％ 

17/02/04・・・234,000・・・-14,000・・・244,750・・・・2,077,000・・・・1.5％ 

17/01/28・・・248,000・・・-12,000・・・248,500・・・・2,079,000・・・・1.5％ 

17/01/21・・・260,000・・・+23,000・・・245,750・・・・2,063,000・・・・1.5％ 

17/01/14・・・237,000・・・-12,000・・・247,500・・・・2,103,000・・・・1.5％ 

17/01/07・・・249,000・・・+12,000・・・257,000・・・・2,059,000・・・・1.5％ 

受給者数は集計が 1週間遅れる 
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≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

米新規失業保険申請件数は、前週比+0.6 万件の 24.4 万件となり、2 週連続で増加した。ただ、節目となる 30 万件は 103 週連続で下回

っている。申請件数の 4 週移動平均は、前週比-0.4 万件の 24.1 万件となり、1973 年 7 月 21 日までの週以来の低水準となった。また、

集計が 1週遅れる失業保険継続受給者数は、前週比-1.7 万人の 206.0 万人となり、2週連続で減少した。受給者総数の 4週移動平均は、

前週比-1 万 750 人の 206 万 9750 人。受給者比率は、前週比横ばいの 1.5％だった。 

 

 

22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

1 月シカゴ連銀全米活動指数 -0.05（予想 0.00・前回 0.18） 

前回発表の 0.14 から 0.18 に修正 

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

22：35 

≪ 要人発言 ≫ 

ムニューチン米財務長官 

 

・「ドルと株の上昇はトランプ大統領、政策の信頼を反映」 

・「短期的には市場がドル相場を決定」 

・「ドル高には一定の問題がある」 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

12 月住宅価格指数（前月比） 0.4％（予想 0.5%・前回 0.7%） 

前回発表の 0.5％から 0.7％に修正 

 

4Q 住宅価格指数（前期比） 1.5％（前回 1.5%） 
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出所：Bloomberg 

 

 

23：20 

≪ 要人発言 ≫ 

ロックハート・アトランタ連銀総裁 

 

・「今年は 2、3回の利上げが実施される公算大」 

・「利上げの終着点は、過去より低くなる可能性高い」 

・「米経済は、低金利環境が続く見通し」 

・「バランスシートは、1.5 兆-2 兆ドルに縮小へ」 

・「バランスシート縮小には数年間を要すると想定」 

 

 

1：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

2 月カンザスシティ連銀製造業活動指数 14（予想 9・前回 9） 

 

 

出所：Bloomberg 
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1：00 

≪EIA 米週間在庫統計≫ 

 

原油在庫・・・・56.4 万バレル増加 

ガソリン在庫・・263 万バレル減少 

留出油在庫・・・492 万バレル減少 

クッシングの原油在庫・・152.8 万バレル減少 

 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、前日公表された米 FOMC 議事録が 3月の追加利上げを強く示唆する内容ではなかったと受け止められた

ことから、買い注文が続いた。ムニューチン米財務長官がインタビューで税制改革を夏までに実現させる意欲を示したが、具体策への

言及はなかったとして経済政策の先行き不透明感が広がり、米国債を逃避的に買う動きもみられた。   

 

午前の利回りは、30 年債が 3.02％（前日 3.03％）、10 年債が 2.39％（2.41％）、7年債が 2.19％（2.22％）、5年債が 1.87％（1.91％）、

3年債が 1.44％（1.48％）、2年債が 1.19％（1.22％）。 

 

 

3：00 

≪米財務省 7年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・2.197％（前回 2.335％） 

最低落札利回り・・・・1.888％（前回 2.210％） 

最高利回り落札比率・・70.83％（前回 11.21％） 

応札倍率・・・・・・・2.49 倍（前回 2.45 倍） 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、英ポンドやユーロがドルに対して上昇し、輸出企業の収益悪化を懸念した売りなどに押され、主要株価は軟調な動き

となった。 

 

 
出所：Bloomberg 
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≪ NY 金市場 ≫ 

NY 金は、中心限月が前日比 18.10 ドル高の 1オンス＝1251.40 ドルで取引を終了した。 

 

NY 金は、前日公表された FOMC 議事録公表を受けて 3 月の追加利上げに対する警戒感が後退したことから、買いが先行した。また、ド

ルが主要通貨に対して下落したことも影響した。終値ベースでは、約 3ヵ月半ぶりの高値を付けた。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.86 ドル高の 1バレル＝54.45 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、米石油統計で原油在庫が市場の予想ほど増えなかったことが好感され、買いが優勢となった。ただ、在庫積み上がりに対す

る懸念も根強く、その後上げ幅を縮小した。 

 

 
出所：Bloomberg 
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≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、ムニューチン米財務長官が税制改革の実現に強い意欲を示したことで経済政策への期待が一段と強まり、主要株価は序

盤から堅調な動きとなった。ただ、最近の株高を背景に、利益確定の動きも見られ、マイナス圏まで下落する動きとなった。ダウ平均

株価は、一時マイナス圏まで下落したものの、再び堅調な動きとなり、取引時間中の最高値を更新した。一方、ナスダックはマイナス

圏での動きが続いた。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米財務長官が為替や財政出動に関する発言をしたことを受けて、ドル売り・円買いが続いており、ドル円・クロス円

は軟調な動きとなった。また、米債券利回りが低下したことも影響した。その後は、新規材料に乏しく、限定的な動きが続いた。 

 

 
出所：総合分析チャート 
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提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


